せなくなる —— 大体 かう 云 ふ 小説だった。 この 小説 も 

巧みに 書き こなして ある。 

力ならず 

青木 氏の 小説に 出て 来る 女工 は 必 しもお なら をし 

ないでも 好い。 しかし 中 戸川 氏の 小説に 出て 来る 女 は 

嫌で もお なら をす る 必要が ある。 しなければ 成り立た 

〈 な 力と が は のち 

ない。 だから 屁 は 中 戸川 氏 を 得た 後 始めて 或 重大な 役 

目 を 勤める やうに なった と 云 ふべ きで ある。 

うぢし ふゐ ものがた リ 

しかし これ は 近世の ことで ある。 宇治 拾遺 物語に よ 

れば、 藤 大納言 忠家 〔# 「ルビの 「とうだい なごん ただい 

へ」 は 底本で は 「とうだい なごんだ たいへ 匕 も、 「いまだ 

てんじゃう びと いろ ごの 

殿上人に おはしけ る 時、 びびしき 色好みな りけ る 



は 紋服た ると 燕尾服た ると を 問 はず 独立に 美醜 を 論ぜ 

ら るべき である。 「女と 影」 に対する 世評 は 存外 この 

点に 無頓着だった らしい。 さう 男ぶ り を 閑却す るの は 

仏蘭西 人た る 大使に も 気の毒で ある。 

試みに あの 作品の 舞台 を ペルシア か 印度 かへ 移して 

見る が 好い。 桃の 花の 代りに 蓮の 花 を 咲かせ、 古風な 

侍 の 女房の 代りに 王女 か 何 か 舞 はせ たと すれば、 毒 

舌に 富んだ 批評家と 雖 も、 今日の やうに 敢然と は 鼎 

の 軽重 を 問はなかった であらう。 ， "況ゃ あの 作品に さ 

へ 三 歎の 声を惜 まなかった 鑑賞 上の 神秘主義 者な ど は 

勿論 無上の 法悦の 為に 即死 を 遂げた のに 相違 あるまい。 



惑 を 抱いて ゐる さう である。 まことに 「女と 影」 の 如 

きも、 予 などの 批評 を 許さない かも 知れない。 しかし 

時の 古今 を 問 はず、 わが 日本の 芸術に 対する 西洋人の 

ほそ か はこう さくら まきん たらう 

鑑賞 力 は II 予は 先夜 細 川 侯の 舞台に 桜 間 金太郎 氏の 

「すみ だ 川」 を 見ながら 欠伸 をして ゐた クロ オデル 大 

使に 同情の 微笑 を 禁じ 得なかった。 すると 半可通 を ふ 

り ま はすこと は 大使 も予 もお 互 ひ 様で ある。 仏蘭西の 

大使 クロ オデル 閣下、 どうか 悪し か らず お読み下さ い 。 

三 ピエル. ロティの 死 



ピエル. ロティが 死んだ さう である。 ロティが 「お 

きく 

菊 夫人」 「日本の 秋」 等の 作者た る こと は 今更 辯 じ 立て 

こ いづみ やく も ひとり とかく 

る 必要 は あるまい。 小 泉 八 雲 一人 を 除けば、 兎に角 口 

ふじさん つばき 

ティ は 不二 山 や 椿 やべ ベ • 二 ツボン を 着た 女と 最も 

いんねん 

因縁の 深い 西洋人で ある。 その ロティ を 失った こと は 

我我 日本人の 身になる とまん ざら 人 ごとの やうに 思 は 

オな レ 

ロティ は 偉い 作家で はない。 同時代の 作家と 比べた 

ところが、 余り 背の 高い 方で はなさ さう である。 ロテ 

じょじ ゃラし 

ィは 新ら しい 感覚 描写 を 与へ た。 或は 新ら しい 抒情詩 

を 与へ た。 しかし 新ら しい 人生の 見 かた や 新ら しい 道 



徳は 与へ なかった。 勿論 これ は 芸術家た る ロティに は 

なん ちゃう ちん 

致命傷で も 何でもな いのに 違 ひない。 提燈は 火 さへ 

ともせれば、 敬意 を 表して 然るべき である。 合羽の や 

うに 雨が 凌げぬ にしろ、 軽蔑して 好い と 云 ふ もので は 

ない。 しかし 雨が 降って ゐ るから、 ま づ提燈 は 持たず 

ごやく か い 

とも 合羽の 御 厄介に ならう と 云 ふの はもと より 人情の 

やおもて 、-, か 

自然で ある。 かう 云 ふ 人情の 矢面に は 如何なる 芸術 至 

さ 

上 主義 も、 提燈 におしなさい と 云 ふ 忠告と 同様、 利き 

どしゃぶ リ 

目の ない ものと 覚悟せ ねばならぬ。 我我 は 土砂降りの 

たど にんそく 

往来に 似た 人生 を迪る 人足で ある。 けれども ロティ は 

我我に 一枚の 合羽 を も 与へ なかった。 だから 我我 は 口 



ティの 上に 「偉い」 と 云 ふ 言葉 を 加へ ない ので ある。 

もちろん せぎ やう 

古来 偉い 芸術家と 云 ふの は、 II 勿論 合羽の 施行 をす 

る 人に 過ぎない。 

又 ロティ はこの 数年間、 仏蘭西 文壇の 「人物」 だつ 

たにせ よ、 仏蘭西 文壇の 「力」 ではなかった。 だから 

彼の 死 も 実際的に は 格別 影響を及ぼさない であらう。 

唯 我我 日本人 は 前に もちよい と 云った 通リ、 美しい 日 

本の 小説 を 書いた、 当年の 仏蘭西の 海軍 将校 ジュリア 

ちゃうせ い あいたう いだ 

ン • ヴ ィォォ の 長逝に 哀悼の 念 を 抱いて ゐる。 ロテ 

ィの 描いた 日本 はへ ルンの 描いた 日本よりも、 真 を 伝 

へない 画 図 かも 知れない。 しかし 兎に角 好 画 図た る こ 



と は 異論 を 許さない 事実で ある。 我我の 姉妹た るお 菊 

さんだ の 或は 又お 梅さん だの は、 ロティの 小説 を 待つ 

のち パ リ 

た 後、 巴 里の 敷石の 上 を も 歩む やうに なった。 我我 は 

其処に ロティに 対する 日本の 感謝 を 捧げたい と 思 ふ。 

なほ ロティの 生涯 は 大体 左に 示す 通りで ある。 

千 八 百 五十 年 一月 十四日、 ロティ は ロシュ フォ オル 

で 生れ、 十七 歳の 時、 海軍に 入り、 千 九 百 六 年 大佐に 

なった。 大佐に なった の は 数へ 年で 五十 七の 時で ある。 

お ほやけ 

最初の 作 は 千 八 百 七十 九 年、 即 三十 歳の 時 公 にし 

た Aziya ぼ である。 後ち 一 年、 千 八 百 八十 年に 

narahu を 出して 一躍 流行児に なった。 これ は 二 年の 



のち 

後 「ロティの 結婚」 と 改題 再刊され たもので ある。 

かの 「お 菊さん」 は 千 八 百 八十 七 年に、 「日本の 秋」 

お まや +; 

は 八十 九 年に 公 にされ た。 

ァカ デミ ィの 会員に 選 まれた の は 九十 一年、 数へ て 

四十 一 一歳の 時で ある。 

彼 は、 国際 電報の 伝 ふるところ によると、 十日 アン 

ダ イエで 死んだ ので ある。 時に 歳 七十 三。 

四 新緑の 庭 

あま あが もっと がく 

桜 さっぱりした 雨上りです。 尤も 花の 萼は 赤い 



五 春の 日の さした 往# を ぶらぶら 一 人 歩 

いて ゐる 

ひと リ 

春の 日の さした 往来 を ぶらぶら 一 人 歩いて ゐる。 向 

うから 来る の は 屋根屋の 親 かた。 屋根屋の 親 かた もこ 

なか をれば う ながぐつ 

の 節 は 紺の背広に 中折帽 を かぶり、 ゴム か 何 かの 長靴 

を はいて ゐる。 それにしても 大きい 長靴 だな あ。 膝 I 

ちち 

I どころではない。 腿 も 半分が たは 隠れて ゐる。 ああ 

云 ふ 長靴 を はいた 時には、 長靴 を はいたと 云 ふよりも、 

ひやう し 

何 かの 拍子に 長靴の 中へ 落つ こ つた やうな 気がする だ 



成程 書物 だけ は 幾らか 集まって ゐる かも 知れない。 し 

かし それ も 集まった ので ある。 落葉の 風 だまりへ 集ま 

しょだな 

る やうに 自然と 書棚へ 集まった ので ある。 何も 苦心し 

て 集めた 訣 ではない。 

書物 さへ 既に さう である。 況ゃ 書画と か 骨董と か 

は 一度 も 集めたい と 思った こと はない。 尤も これ は 

たうて い 

と 思った にしろ、 到底 我我 売文の 徒に は 手の 出ぬ せゐ 

でも ありさう である。 しかし 僕の 集めたがら ぬの は 

かならず むし 

必 しも その為ば かりで はない。 寧ろ 集めたい と 云 ふ 

気持に 余り 快哉 t を 感ぜぬ ので ある。 或は 集めん とす 

JJ'V た 、- 

る 気組みに 倦怠 を 感じて しま ふので ある。 



きくち くわん だい 

客 菊 池 寛 氏の 説に よると、 我我 は 今度の 大地震の 

やうに 命も危 いと 云 ふ 場合 は 芸術 も 何もあった もの ぢ 

ものだね しリ はしょ 

やない。 まづ 命あって の 物種と 尻 端折り をす るのに 

いそが 

忙 しさう だ。 しかし 実際 さう 云 ふ もの だら うか？ 

主人 そり や 実際 さう 云 ふ もの だよ。 

くろうと 

客 芸術 上の 玄人 も かね？ たと へば 小説家と か、 

画家と か 云 ふ、 II 

くろうと しろうと 

主人 玄人 はま あ 素人より 芸術の こと を考 へさう だ 

ね。 しかし それ も考 へて 見れば、 実は 五十歩百歩なん 

だら う。 現在 頭に 火が ついて ゐ るのに、 この 火 焰をど 

う 描写しょう などと 考 へる 豪傑 はゐ まいから ね。 



わけ 

来た 訣 だね。 

客 (反語 的に) しかし さう 云 ふ 連中 も 頭に 火で も 

ついた 日に や、 やっぱり 芸術的 衝動 を 失う ことになる 

だら うね？ 

主人 さあ、 さう とも 限らない ね。 無意識の 芸術的 

あんぐ わい せとぎ は 

衝動 だけ は 案外 生死の 瀬戸際に も 最後の 飛躍 をす る 

もの だからね？ 辞世の 歌で 思 ひ 出した が、 昔の 侍の 

うちじに たいてい 

討死な ど は 大抵 戯曲 的 或は 俳優 的 衝動の —— つま リ俗 

しば ゐぎ 

に 云 ふ 芝居気の 表 はれた ものと も 見られ さ うぢ やない 

力？ 

客 ぢゃ 芸術的 衝動 はどう 云 ふ 時に も あり 得る と 云 



ものだね 

主人 なぜ も 何も あり やしない さ。 命あって の 物種 

と 云 ふ 時に や、 何も彼も 忘れて ゐ るんだ からね。 芸術 

もちろん 

も 勿論 忘れ る箬ぢ やな いか？ 僕な ど は 大地震 ど - J ろ 

ぢ やない ね。 小便の つまった 時に さへ レム ブラント も 

ゲ ェ テも 忘れて しま ふが ね。 格別 その為に 芸術 を 軽ん 

ずる 気な ど は 起らない ね。 

客 ぢゃ 芸術 は 人生に さ 程 痛切な もの ぢ やない と 云 

ふの かね。 

ば か うち 

主人 莫迦 を 云 ひ 給へ。 芸術的 衝動 は 無意識の 裡に 

も 我我 を 動かして ゐ ると 云った ぢ やない か？ さう す 

り や 芸術 は 人生の 底へ 一 面 深い 根 を 張って ゐ るんだ。 



この ジャ アナ リズムの 一 篇を 謹厳な 

る 西 川英次 郎君に 献ず 

予等は 芸術の 士な るが 故に、 如実に 万象 を 観ざる 可 

らず。 少く とも 万人の 眼光 を 借らず、 予 等の 眼光 を以 

て 見 ざ る 可らず。 古来 偉大な る 芸術 の 士は皆 この 独自 

の 眼光 を 有し、 おの づ から 独自の 表現 を 成せり。 ゴッ 

ひま はり こんにち あいぐ わん あに 

ホの 向日葵の 写真版の 今日 もな ほ 愛翫 せらる る、 豈 

偶然の 結果な らん や。 (幸 ひに GOGH を ゴッホ と 呼 

ぶ 発音の 誤 リを咎 むる こと 勿れ。 予は AND ERSE 

N を アナ ァ センと 呼ばず、 アン デル ゼ ン と 呼ぶ を 恥ぢ 



ざる ものな り。) 

はくじ つ 

こ は 芸術 を 使命と する ものに は 白日よりも 明らかな 

かならず 

る 事実な り。 然れ ども 独自の 眼 を 以てする は 必 しも 

容易の 業に あらず。 (否、 絶対に 独自の 眼 を 以てする 

さまた ばんにん 

は 不可能と 云 ふ も 妨げざる 可し。) 殊に 万人の 詩に 入 

しばしば 

る こと 屢 なりし 景物 を 見る に 独自の 眼光 を 以てする 

は予 等の 最も 難しと する 所な り。 試みに 「暮春」 の 句 

ぶ そん えい のち 

を 成す を 思へ。 蕪 村の 「暮春」 を 詠ぜし 後、 誰か 又 独 

自の 眼光 を 以て 「暮春」 を 詠 じ 得る の 確信 あらん や。 

梅花の 如き も その 一 のみ。 否、 正に その 最 たる ものな 

- ) ノ o 



いせ ものがたり はるの ぶ ゑ じうび 

梅花 は予に 伊勢 物語の 歌より 春 信の 画に 至る 柔媚の 

情 を 想起せ しむる ことなき にあらず。 然れ ども 梅花 を 

ごと とら 

見る 毎に、 ま づ予の 心を捉 ふるもの は 支那に 生じた る 

ぶんじん しゅみ ただ お ほかた くんし 

文人 趣味な り。 こ は 啻に 予 のみに あらず、 大方の 君子 

また ここ か 

も 亦 然るが 如し。 (是に 於て 乎、 中央 公論 記者 も 「梅花 

の賦」 なる 語 を用ゐ るな らん。) 梅花 を 唯 愛すべき ジェ 

な こうまう へ きがん 

ヌス • プ リヌスの 花と 做す は 紅毛 碧眼の 詩人の ことの 

つる おも しょげつ 

み。 予等は 梅花の 一 瓣 にも、 鶴 を 想 ひ、 初 月 を 想 ひ、 

くう ざん やす ゐ だんかく 

空 山 を 想 ひ、 野 水 を 想 ひ、 断 角 を 想 ひ、 書 燈を想 ひ、 

しうちく せいさう ら ふ せんぴ 

脩竹 を 想 ひ、 清 霜 を 想 ひ、 羅浮を 想 ひ、 仙 妃を想 ひ、 

りんしょし あた すで か 

林 処士の 風流 を 想 はざる 能 はず。 既に 斯 くの 如しと せ 



ば、 予等 独自の 眼光 を 以て 万象 を 観ん とする 芸術の 士 

力なら す 

の、 梅花に 好意 を 感ぜざる は 必 しも 怪しむ を 要せ ざ 

るべ し。 (こ は 夙に 永 井 荷 風 氏の 「日本の 庭」 の 一 章た 

る 「梅」 の 中に 道破せ る 真理な り。 文壇 は 詩人 も 心臓 

以外に 脳髄 を 有する の 事実 を 認めず。 是予に 今日 この 

ゆ ゑん 

真理 を 盗用せ しむる 所以な り。 ) 

予の 梅花 を 見る 毎に、 文人 趣味 を 喚び 起さる るは既 

みだり いは ゆる 

に 述べし 所の 如し。 然れ ども 妄に予 を 以て 所謂 文人 

な なか さぎしみ な 

と 做す こと 勿れ。 予を 以て 詐偽師 と 做す は 可な リ。 謀 

殺 犯人と 做す は 可な リ。 やむ を 得 ずん ば 大学教授の 適 

i±i 者と 做す も 忍ばざる にあらず。 唯 幸 ひに 予を 以て 



いは ゆる じふ べんじ ふぎで ふ 

所謂 文人と 做す こと 勿れ。 十 便 十宜帖 あるが 故に、 

た いが ぶ そん へ いしゃう 

大雅と 蕪 村と を 並 称する は 所謂 文人の 為す 所な り。 

きゅう いへ ど 

予 はたと ひ宫 せらる ると 雖も、 この種の 狂人と 伍す 

る マ ，- と を 願 はず。 

とどま 

ひとり 是 のみに 止らず、 予は 文人 趣味 を 軽蔑す る 

くわせい ど ふうかう 

ものな リ。 殊に 化 政 度に 風 行せ る 文人 趣味 を 軽蔑す る 

ものな り。 文人 趣味 は 道楽の み。 道楽に 終始す と 云 は 

ば 則ち 己まん。 然れ ども もし 道楽 以上の 貼 札 を 貼らん 

さんやう ゑ し 

とする もの あらば、 山陽の 画 を 観せ しむる に 若かず。 

にほんぐ わい し と かく 

日本 外史 は 兎も角も 一部の 歴史小説 なり。 画に 至って 

ご ゑつ つ ひ いも ちくでん 

は 呉 か 越 か、 畢 につく ね 芋の 山水の み。 更に 又 竹 田の 



百活 矣は她 何。 これ をし も 芸術と 云 ふ 可 くんば、 

やすぎぶ し 

安来 節 も 芸術たら ざらん や。 予は 勿論 彼等の 道楽 を排 

斥 せんとす る ものに あらず。 予 をして 当時に 生まれし 

か っぱ ばんき 

めば、 戯れに 河童 晚 帰の 図 を 作り、 山紫水明 楼 上の 

いっさん また 

一 粲を 博せ しゃも 亦 知る 可から ず。 且又 彼等 も 聰明の 

人な り。 豈 彼等の 道楽 を 彼等の 芸術と 混同 せんや。 予 

は 常に 確信す、 大正の 流 俗、 芸術 を 知らず、 無邪気な 

じ やう だん お ほ まじめ かつがう 

る 彼等の 常談を 大真面目に 随喜し 渴 仰す るの 時、 ま 

， J ん ま /\ ま う 

づ 噴飯に 堪 へざる もの は 彼等 両人に 外なら ざる を。 

梅花 は予の 軽蔑す る 文人 趣味 を 強 ひんと する ものな 

げれつし ま み けつぜん 

り、 下劣 詩 魔に 魅せし めんと する ものな リ。 予 は孑然 



愈 独自の 眼光 を 以て 梅花 を 観ん と 欲する ものな り。 

いさ さ ろラ 

聊か パラドックス を 弄すれば、 梅花に 冷淡なる こと 

甚 しきが 故に、 梅花に 熱中す る こと 甚 しきもの なり。 

かう せいきう けいした だまさに えうたい にある ベ し 

高青邱 の 詩に 云 ふ。 「瓊姿 只 合 在瑤台 

たれ かかう へんしょ しょに むか つてう う からう さ つ てよりか うえい なし 

誰 向江 辺 処処 栽」 又 云 ふ。 「自去 何 郎無好 詠 

とうふうし うせき いくく わい かひら く 

東風 愁寂幾 回 開」 真に 梅花 は 仙人の 令嬢 か、 金 持の 

隠居の 囲 ひものに 似たり。 (後者 は 永 井 荷 風 氏の 比喩 

かならず むじゅん 

なり。 必 しも 前者と 矛盾す る ものに あらず) 予の文 

に 至らず とせば、 斯る 美人に 対する 感慨 を 想へ。 更に 

又汝の 感慨に して 唯 ほれぼれ とする のみな りと せば、 

已ん ぬる かな、 汝も流 俗の み、 済度す 可から ざる 乾屎 



こうえ ふ あ をぶ だう 

コレラの 小説で は 何が あるか。 紅葉の 「青 葡萄」 と 

かいふの が、 多分、 コレラの 話だった らう。 LaMotte 

とい ふ 人の 短篇に、 日本の コレラ を 書いた のが ある。 

きはだ う をが し 

何も 際立った 事件 はない が、 魚河岸の 暇に なったり、 

何 かする ところ を なかなか 器用に 書いて ある。 

僕 は コレラで は 死にた く はない。 へど を 吐いたり 

げ リ わう じ やう い 

下痢 をしたり する 不風流な 往生 は 厭やで ある。 ショ 

ゥぺ ン ハウェルが コレラ を 恐がって、 逃げて 歩いた こ 

と を 読んだ 時 は、 甚だ 彼に 同情した。 ことに 依る と、 

彼の 哲学よりも、 もっと、 同情した かも 知れない。 

しかし、 ショウ ペン ハウェル 時代に は、 まだ コレラ 



は 食物から 伝染 するとい ふこと がわから なかった ので 

ありがた 

ある。 が、 僕 は 現代に 生れた 難 有さに、 それ をち やん 

と 心得て ゐ るから、 煮た ものば かり 食ったり、 塩酸 レ 

モナ アデ を 服んだり、 悠悠と 予防 を 講じて ゐる。 この 

間、 臆病す ぎる と 言って 笑 はれた が、 臆病 は 文明 人の 

みの 持って ゐる 美徳で ある。 臆病で ない 人間が 偉 けれ 

さんぱいき うは い 

ば、 ホッテントットの 王様に 三拝九拝 する がいい。 

十三 長 崎 

ひしがた たこ あが たこ 

菱形の 砜。 サン ト. モン タ 二の 空に 楊った 砜。 うら 



うらと 幾つ も 漂 つた 砜。 



路ば たに 商 ふ 夏蜜柑 や バナナ。 敷石の 日 ざしに 

まて つまめ 

火照る け は ひ。 町 一 ぱ いに 飛ぶ 燕 。 

まる やま くるわ みかへ 

丸 山の 廓 の 見返り 柳。 

めがねばし わう らい むぎわらば うし 

運河に は 石の 眼鏡橋。 橋に は 往来の 麦稈帽子。 —— - 

およ あひる しろじろ 

忽ち 泳いで 来る 家鴨の 一 むれ。 白白と 日に 照った 家鴨 



の 一 むれ。 

なんきん でら とかげ 

南京 寺の 石段の 蜥蜴。 

中華民国の 旗。 煙 を 揚げる 英吉利の 船。 「港 をよ ろ 

ろち やう は さいとう もき ち 

ふ 山の 若葉に 光 さし … … 」 顱 頂の 禿げ そめ た 斎 藤 茂吉。 

しんなん ぴん なが ゐ かふう 

ロティ。 沈 南蘋。 永 井 荷 風。 



最後に 「日本の 聖母の 寺」 その 内陣の おん 母 マリア。 

ほむぎ ま やぐる ま らふ そく 

穂 麦に 交じった 矢 車の 花。 光の ない 真昼の 蠟燭の 火。 

窓の 外に は 遠い サン ト. モン タニ。 

ひしがた きた はら はくしう 

山の 空に はや はり 菱形の 砜。 北 原 白 秋の 歌った 砜。 

ただよ 

うら うらと 幾つ も 漂 つた 砜。 

十四 東京 田 端 

しぐれ ぬ こず ゑ 

時雨に 濡れた 木木の 梢。 時雨に 光って ゐる 家家の 

ひと かご 

屋根。 犬 は 炭俵 を 積んだ 上に 眠り、 鶏 は 一 籠に 何 羽 も 

ぢ つと して ゐる。 



からすうり い も じ かとり ほづま 

庭木に 烏瓜 の 下った の は 鍩物師 香取秀 真の 家。 

こすぎみ せい 

竹の 葉の 垣に 垂れた の は、 画家 小 杉 未醒の 家。 

しばふ ちゃう じ やかし まリ ゆう ざう 

門 内に 広い 芝生の あるの は、 長者 鹿 島 龍 蔵の 家。 

みち た きゐ せっさい 

ぬかるみの 路を 前にした の は、 俳人 滝 井折 柴の 家。 

ふみいし こざ さ むろ ふさいせ い 

踏 石に 小笹を あしらつ たの は、 詩人 室 生 犀 星の 家。 

しひ いて ふ とうろう 

椎の木 や 銀杏の 中に あるの は、 —— 夕ぐ れ燈 籠に 火 

てんねん じせう けん 

のと もる の は、 茶屋 天然 自笑 軒。 

しぐれ ふさ 

時雨の 庭 を 塞いだ 障子。 時雨の 寒さ を 避ける 火鉢。 

したん く は 

わたし は 紫檀の 机の 前に、 一本 八 銭の 葉巻 を啣 へな が 

いちいうて い ゑ 

ら、 一 游亭の 鶏の 画 を 眺めて いる。 

(大正 十 一 年 I 十三 年) 
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